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京
都
哲
學
會
規
約

一
、
本
門
は
廣
義
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
圖
る

こ
と
を
目
的
と
す
る

一
、
右
の
目
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

e
　
會
誌
「
哲
學
研
究
」
を
護
行
ず
る

⇔
　
毎
年
公
開
講
演
會
を
開
く

国
　
随
時
研
究
會
を
開
く

一
、
本
會
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く

委
員
は
京
都
大
學
文
學
部
哲
學
科
教
官
及
び
委
員
會
に
お
い

て
推
薦
し
た
も
の
に
委
嘱
す
る

「、

{
庁
は
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
會
員
の
中
か

ら
委
員
會
が
推
薦
す
る

「
、
本
會
は
會
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
な

い
　
學
校
・
闘
書
館
・
其
他
の
團
膿
は
團
膿
の
名
を
以
て
入

會
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
塾
員
は
會
費
と
し
て
年
三
、
六
〇
〇
圓
（
會
誌
代
を
含
む
）

を
前
納
す
る

「
、
會
員
は
會
誌
の
配
布
を
受
け
會
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の
行

事
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

「、

{
會
は
事
務
所
を
京
都
大
學
交
學
部
内
に
お
く

一
、
規
約
の
改
正
は
委
員
會
の
決
定
に
よ
る

京
都
哲
學
會
役
員

委
　
三
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會

止
口

京
都
哲
学
會
公
開
講
演
立
憲
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
時
　
十
一
月
三
日
（
土
）
午
後
一
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軍
場
　
京
都
大
學
文
學
部
第
七
講
義
室

　
　
、
間
事
実
的
世
界
の
構
造
－
序
論
…
…
…
京
都
大
學
教
授
辻
　
　
村

　
　
、
考
え
る
動
物
た
ち
…
…
…
…
－
…
…
・
京
都
大
學
教
授
本
　

吉

※
　
右
終
了
後
楽
友
會
館
に
て
懇
談
晩
餐
會
を
開
き
ま
す
（
會
費
約
四
千
円
）
。

※
　
所
属
機
関
長
宛
出
張
許
可
依
頼
状
御
入
用
の
方
は
京
都
哲
学
會
ま
で
お
申
出
下
さ
い
。
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同
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脳
と
心
の
哲
学
的
考
察
を
深
め
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
す

が
、
そ
の
労
作
は
近
年
の
心
理
学
評
論
紙
上
に
見
る
こ
と
が
で
き
窪
す
。

ま
た
、
そ
の
研
究
室
の
最
近
の
研
究
活
動
に
、
部
分
的
脳
梁
切
断
を
施
し

た
サ
ル
に
半
球
問
の
特
異
情
報
の
転
移
（
た
と
え
ば
色
は
伝
え
る
が
形
は

伝
え
な
い
）
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
実
験
的
検
証
が
進
め
ら
れ

て
い
て
、
興
味
を
惹
く
も
の
が
あ
り
ま
す
。
左
右
両
半
球
間
の
統
合
過
程

を
明
ら
か
に
し
て
い
く
上
で
今
後
の
進
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
か
つ
て
ス

ペ
リ
ー
教
授
に
お
目
に
か
か
っ
た
折
り
、
早
く
か
ら
ポ
ー
ル
・
ワ
イ
ス
の

影
響
を
受
け
、
こ
の
領
域
の
研
究
に
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
の
観
点
が
つ
ね
に
必

要
で
あ
る
と
述
懐
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
お
の
ず
か
ら
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
行
動
生
物
学
部
門
で
行
わ
れ
て
い
る
諸
研
究
は
、
テ

ー
マ
も
取
り
扱
う
レ
ベ
ル
も
多
様
で
は
あ
り
ま
す
が
、
総
じ
て
個
体
が
環

境
に
適
応
し
て
い
く
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
目
標
に
向
か
っ
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
視
点
か
ら
問
題
を
掘
り
起
こ
し
て
い
る
と
の
思
い
を
新
た
に
し
ま
し

た
。　

一
九
七
四
年
に
新
設
さ
れ
た
ペ
ッ
ク
マ
ン
研
究
棟
（
行
動
生
物
学
部
門
）

の
隣
り
に
、
風
変
り
な
ド
ー
ム
型
の
音
楽
堂
が
あ
わ
せ
て
作
ら
れ
た
お
蔭

で
、
週
末
に
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
絃
楽
団
の
演
奏
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

も
、
パ
サ
デ
ナ
の
冬
の
夜
の
楽
し
み
で
し
た
。
多
忙
極
ま
る
時
期
に
三
ヵ

月
の
出
張
を
お
認
め
い
た
だ
い
た
こ
と
を
深
謝
す
る
次
第
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
）

（
筆
者
ひ
ら
の
・
と
し
つ
ぐ
京
都
大
学
文
学
部
〔
心
理
学
〕
授
教
）

報

告

↓
一
一
九
頁
下
段
か
ら
つ
づ
く
。

社
　
会
　
学

筒小上
井林野
　　千
清孝鶴

忠行子

吉
　
　
川

聖
俗
理
論
の
展
開

「
在
日
朝
鮮
人
」
問
題
を
め
ぐ
っ
て

「
社
会
科
学
に
お
け
る
客
観
性
」
の
再
考
察

美
学
美
術
史
学

期
　
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
「
最
後
の
審
判
」

次目口

写前

フ
レ
ー
ゲ
に
お
け
る
論
理
哲
学
の
形
成
…
…
…
野
本
和
幸

　
l
l
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か
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一

緯
書
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研
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序
説
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…
…
…
・
…
…
：
…
…
池
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三

探
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倫
理
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…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
伊
藤
邦
武

　
ー
パ
ー
ス
に
お
け
る

　
　
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
と
規
範
学
の
理
論
1

〔
討
議
e
〕
　
「
純
粋
実
践
理
性
の
批
判
」
と
は

　
　
　
　
何
を
意
味
し
う
る
か
…
…
…
…
…
…
森
口
美
都
男

〔
討
議
⇔
〕
　
㈹
品
川
嘉
也
氏
の
最
近
論
文

　
　
　
　
『
力
学
に
お
け
る
決
定
論
と
意
識

　
　
　
　
の
自
由
に
つ
い
て
』
を
読
ん
で
…
…
山
崎
和
夫

　
　
　
　
　
⑬
力
学
に
お
け
る
決
定
論
と

　
　
　
　
　
　
は
何
か
…
…
…
…
：
：
…
・
・
…
…
品
川
嘉
也

　
　
　
　
　
…
古
典
力
学
の
隠
さ
れ
た
変
数
i

九
九



の
点
か
ら
す
れ
ば
、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
に
於
け
る
・
精
神
に
よ
る
過
去
の
再

生
と
は
、
著
者
の
い
う
「
過
去
に
向
っ
て
の
自
己
の
存
在
の
拡
張
」
、
「
過

去
の
現
在
化
と
し
て
の
内
面
化
」
（
こ
の
表
現
は
そ
の
ま
ま
で
は
へ
；
ゲ

ル
を
思
わ
せ
る
）
で
あ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
過
去
に
対
し
て
現
在
の
直
接

性
を
否
定
的
に
問
題
化
し
、
現
在
を
過
去
に
対
し
て
外
面
化
す
る
と
い
う

「
非
連
続
性
」
に
於
て
初
め
て
現
前
す
る
よ
う
な
、
「
過
言
と
現
在
の
出
会

い
」
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
こ
に
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の
、
例
え
ば
ガ
ダ

マ
ー
の
解
釈
学
の
よ
う
に
影
響
作
用
史
の
連
続
性
か
ら
過
去
と
現
在
の

「
地
平
融
合
」
を
問
題
と
す
る
考
え
方
と
の
相
違
点
も
は
っ
き
り
見
い
出

さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の
「
精
神
の
連
続
性
」
に
於
け
る

こ
う
い
う
非
連
続
性
の
問
題
は
、
著
者
も
充
分
承
知
し
て
お
ら
れ
る
に
違

い
な
い
。
そ
の
こ
と
は
芸
術
経
験
に
於
け
る
「
そ
の
つ
ど
の
永
遠
性
」
に

つ
い
て
の
叙
述
か
ら
も
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
し
か
し
筆
者
は
、
ブ
ル
ク

ハ
ル
ト
に
於
け
る
、
過
玄
認
識
の
現
在
と
の
連
関
の
中
に
見
い
出
さ
れ
る

近
代
的
主
観
性
の
批
判
の
意
味
に
顧
み
て
、
あ
え
て
多
少
の
コ
メ
ン
ト
を

つ
け
て
み
た
い
と
思
っ
た
次
第
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
本
書
は
、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の
思
想
の
本
質
に
肉
薄
す

る
力
作
で
あ
る
。
解
説
書
の
域
を
は
る
か
に
越
え
た
著
者
の
取
り
組
み
方

に
は
、
著
者
の
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
へ
の
愛
情
さ
え
も
窺
わ
れ
る
。
著
者
の
ブ

ル
ク
ハ
ル
ト
へ
の
深
い
傾
倒
が
彼
の
思
想
の
解
明
を
通
し
て
、
一
飼
の
人

間
の
精
神
的
全
体
像
に
ま
で
極
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
（
了
）

　
　
　
　
（
筆
者
み
ね
・
ひ
で
き
日
本
学
術
振
興
会
奨
励
研
究
員

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
西
洋
近
世
哲
学
史
、
京
都
大
学
文
学
部
受
入
〕
）

前
号
（
五
四
八
号
）
の
誤
植
訂
正

　
　
　
　
　
　
　
誤

一
二
頁
　
七
行

一
四
頁
　
四
行

四三二
〇二二
頁頁頁
＝＿＿
　ノ　　　
行行行

四
五
頁
　
七
行

四
五
頁
　
八
行

五
八
頁
一
四
行

＝
一
八
無
下
六
行

一
五
〇
贈
賄
二
〇
行

欧
文
2
頁
　
2
8
行

欧
文
3
頁
　
1
1
行

欧
文
3
頁
　
1
6
行

欧
文
3
頁
　
1
8
行

そ
れ
は
存
在
論

的
見
地

留
ζ
◎
ロ
霞
Φ
冒
N
団
σ
Q
禽

○
Φ
σ
Q
g
。
り
仲
£
。
コ
山

ほ
刈
）
と
称
し
て
い
る

．
如
艮
（
、
”

．
」
「
愚
（
①
）
．
》

．
↓
愚
（
恥
）
、
》

「．

r
（
、
）
．
が
真
な

ら
ば
、

「．

P
（
〉
」
）
．
が
真

の
場
合
、

ミ
，
ミ
ご
。
ミ
貯
扇
面
、
．

Q
§
ミ
轟
ミ
蝿

比
較
社
会
学
接
近

β
O
凱
O
昌
－
h
ロ
5
国
ヨ
Φ
o
o

Q
器
隔
コ
田
一
①
畠

8
揖
。
①
讐
S
（
聯
）

昏
。
芝

o
H
⑦
ヨ
⇔
昌
＄
ぴ
一
〇

　
正

そ
れ
は
認
識
論
的
並
び
に

存
在
論
的
見
地

曾
じ
Q
づ
母
①
ヨ
。
一
器
一
σ
Q
曾

○
①
α
Q
①
器
冨
コ
伽

昌
①
）
と
称
し
て
い
る

．
嚇
u
A
、
”

（．

ｨ
愚
（
①
）
．
”
が
重
復
。

一
つ
と
る
）

「
黛
、
）
が
真
な
ら
ば
、

「
ミ
（
、
嵐
）
が
真
の
場
合
、

o
ミ
翫
o
o
ミ
心
N
ミ
ぴ
ユ
ρ

孚
①
σ
Q
。
、
、

9
，
§
ミ
馨
§
晦

比
較
社
会
学
的
接
近

｛
口
”
9
一
〇
⇒
’
鵠
P
ヨ
①
ロ
。

二
巴
①
｛
償
ヨ
目
①
臨

8
蓉
。
讐
S
（
恥
）

。α

Q
O
≦
薗
円
①
玄
同
同
轍
9
ぴ
一
Φ

987

書

評

一
〇
七
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哲
学
研
究
　
第
五
百
四
十
九
号

＝
一
〇

一

口

万

予

告

第
五
百
五
十
号
記
念
特
集
号

最
後
の
神
…
…
…
…
…
：
・
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
：
…
…
…
…
・
辻
村
公
一

　
ー
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
思
索
に
於
け
る
一

”
状
況
”
の
変
化
と
“
も
の
自
身
”
の
変
化
…
…
…
…
…
…
・
：
藤
沢
令
夫

　
ー
プ
ラ
ト
ン
『
テ
ア
イ
テ
ト
ス
』
嶺
心
切
…
H
綬
U
に
お
け
る

　
　
　
背
丈
比
べ
の
パ
ラ
ド
ク
ス
の
哲
学
的
意
味
ー

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
　
『
詩
滋
ず
』
悲
劇
払
醐

　
に
お
け
る
《
プ
ラ
グ
マ
》
の
意
味
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
山
田
　
臼
㎜

一
八
〇
一
年
夏
の
ヘ
ー
ゲ
ル
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
…
：
…
・
酒
井
　
修

　
一
『
イ
エ
ー
ナ
時
代
の
論
理
学
』
研
究
⇔
ー

ク
マ
ー
リ
ラ
の
く
9
5
犀
鰭
騨
臣
p
（
文
章
の
意
味
）
論
：
：
・
：
・
：
：
…
服
部
正
明

華
夷
観
念
の
変
容
…
…
・
…
…
…
…
・
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
日
原
利
国

沈
黙
の
思
考
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
…
本
吉
良
治

　
－
動
物
の
思
考
を
め
ぐ
っ
て
一

海
馬
の
「
空
間
地
図
説
」
対
「
蒋
間
処
理
説
」
の
検
討
…
…
…
平
野
俊
二

美
的
価
値
の
問
題
：
…
…
：
：
…
…
・
…
：
…
…
・
：
…
…
・
…
：
…
吉
岡
健
二
郎

曼
茶
羅
の
構
成
（
完
）
…
・
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
：
…
・
…
清
水
善
三

行
為
理
論
に
お
け
る
「
秩
序
」
の
問
題
…
…
…
：
：
：
・
…
・
…
・
…
中
　
久
郎

輪
廻
と
超
越
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
：
…
…
…
・
…
…
…
…
・
…
梶
山
雄
一

　
一
『
城
邑
経
』
の
縁
起
説
と
そ
の
解
釈
ー
ー

「
ヨ
ブ
記
」
に
お
け
る
問
い
の
聞
題
…
…
：
…
…
…
・
…
…
…
…
水
垣
　
渉

普
遍
に
つ
い
て
の
試
論
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
木
曽
好
能

　
i
ロ
ッ
ク
、
。
バ
ー
ク
リ
ー
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
馬
弓
廻
論
の
批
判
的
愉
P
計
園

中
国
古
典
に
お
け
る
訓
詰
注
釈
の
思
想
…
…
…
…
…
…
・
…
：
…
池
田
秀
三

ジ
ャ
ワ
の
小
学
生
の
連
想
反
応
…
…
…
…
…
…
・
・
…
…
…
…
・
清
水
御
代
明

　
－
筆
記
反
応
の
読
み
と
り
に
つ
い
て
の
覚
書

江
戸
初
代
に
お
け
る
外
科
書
と
相
書
・
…
：
…
：
：
：
：
…
・
：
：
：
佐
々
木
丞
平

　
－
円
山
応
挙
の
人
物
図
研
究
序
説
一

「
相
互
作
用
論
」
の
モ
デ
ル
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
・
…
…
…
…
宝
月
誠

構
想
力
と
超
越
の
問
題
…
…
…
…
…
：
・
・
…
…
…
…
：
…
…
・
：
…
長
谷
正
当

イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
論
理
学
に
於
け
る
「
所
証
絹
似
」

（
。
。
＆
ξ
器
9
ヨ
鋤
）
の
問
題
…
…
…
…
…
：
…
・
・
…
…
：
…
…
…
：
・
御
牧
克
己

第
五
百
五
十
号
記
念
特
集
号
記
事

　
　
臼
井
二
尚
・
田
中
美
知
太
郎
・
長
尾
雅
人

　
　
沢
潟
久
敬
・
舩
山
信
一
・
高
峰
一
愚



會

告

一
、
本
會
は
鉱
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま

せ
ん
、
長
野
希
望
の
方
は
京
都
市
左
京
匿
吉
田
京
都
大
學
文

學
部
内
京
都
哲
學
會
（
振
替
口
座
京
都
二
一
四
〇
三
九
番

京
都
哲
學
會
）
宛
に
規
定
の
三
三
（
年
三
、
六
〇
〇
圓
、
但

し
、
寸
寸
数
才
分
）
を
お
梯
込
下
さ
い

又
會
員
へ
の
會
誌
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
及
び
焚
賞

に
干
す
る
一
切
は
東
京
都
千
代
田
厘
一
番
町
一
七
番
地
創
文

杜
（
振
替
口
座
東
京
ニ
ー
九
二
四
七
二
番
）
宛
に
願
い
ま
す

「
、
會
員
の
皇
居
・
入
退
會
の
事
務
及
び
編
輯
事
務
の
一
切
は

京
都
哲
學
歩
測
に
御
目
口
下
さ
い

一
、
本
誌
の
編
輯
に
關
す
る
通
信
・
新
刊
書
・
寄
購
雑
誌
等
は

本
會
宛
に
お
送
り
下
さ
い

尿

都
　
哲
　
學
　
會

京
都
市
左
京
塵
吉
田

京
都
大
學
文
學
部
内

昭
昭
五
十
九
年
　
四
　
月
十
五
日
　
印
刷

昭
和
五
十
九
年
　
四
　
月
二
十
日
　
嚢
行

編
輯
兼

発
行
人

編
輯
代
表

編
輯
担
当

伊酒乱轟
　　　大
藤井野 P
　　哲内
張　學

武修會

費
捌
所

所
　
刷
　
廃

叢誌雛叢久繧

劉1羅重創
関株　1京匿

早引藷理文
iii會類毛管
融塾鑑男継

　
　
　
註
　
文
　
規
　
定

一
、
會
員
以
外
の
購
讃
者
の
御
註
交
及
び
廣
告
掲
載
に
關
す
る

件
は
「
創
文
墨
」
へ
御
申
込
下
さ
い

「
、
本
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共
（
一
部
、
送
料

六
〇
圓
）
前
金
に
て
お
送
り
下
さ
い
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